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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月10日(2018.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１または配列番号１の残基２～１８を含むポリペプチド。
【請求項２】
　Ｎ－末端を有し、配列番号１または配列番号１の残基２～１８が、ポリペプチドのＮ－
末端にある、請求項１に記載のポリペプチド。
【請求項３】
　サイトカインをさらに含む融合タンパク質である、請求項１または２に記載のポリペプ
チド。
【請求項４】
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　前記サイトカインが、ＥｒｂＢ－１またはＩＧＦＲ１のリガンドである、請求項３に記
載のポリペプチド。
【請求項５】
　（ａ）配列番号１または配列番号１の残基２～１８および（ｂ）配列番号３、配列番号
４、配列番号９の残基２～５４、配列番号１０の残基４０～８９、配列番号１１の残基１
０１～１８４、配列番号１２の残基６３～１４８、もしくは配列番号１３の残基３２～１
１１または配列番号３、配列番号４、配列番号９の残基２～５４、配列番号１０の残基４
０～８９、配列番号１１の残基１０１～１８４、配列番号１２の残基６３～１４８、もし
くは配列番号１３の残基３２～１１１と９０％以上の同一性を有するバリアントを含む、
請求項４に記載のポリペプチド。
【請求項６】
　セグメント（ｂ）が、配列番号３、配列番号４、または配列番号３もしくは配列番号４
と９０％以上の同一性を有するバリアントである、請求項５に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　セグメント（ｂ）が、配列番号６および配列番号７から選択される、配列番号３と９０
％以上の同一性を有するバリアントである、請求項６に記載のポリペプチド。
【請求項８】
　配列番号２または配列番号２の残基２～８８を含む、請求項６に記載のポリペプチド。
【請求項９】
　セグメント（ｂ）が、配列番号９の残基２～５４、配列番号１０の残基４０～８９、配
列番号１１の残基１０１～１８４、配列番号１２の残基６３～１４８、もしくは配列番号
１３の残基３２～１１１または配列番号９の残基２～５４、配列番号１０の残基４０～８
９、配列番号１１の残基１０１～１８４、配列番号１２の残基６３～１４８、もしくは配
列番号１３の残基３２～１１１に９０％以上の同一性を有するバリアントである、請求項
５に記載のポリペプチド。
【請求項１０】
　前記セグメント（ｂ）が、配列番号９の残基２～５４である、請求項９に記載のポリペ
プチド。
【請求項１１】
　前記サイトカインが、腫瘍壊死因子－アルファである、請求項３に記載のポリペプチド
。
【請求項１２】
　配列番号１７または配列番号１７の残基２～１７５を含む、請求項１１に記載のポリペ
プチド。
【請求項１３】
　請求項５に記載のポリペプチドに共有結合された抗がん化学療法剤を含む化合物。
【請求項１４】
　前記化学療法剤が、前記ポリペプチドにおいて配列番号１の残基２～１８の１つ以上の
リジン残基側鎖に共有結合で結合されている、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　前記化学療法剤が、メトトレキサート、クロラムブシル、およびベンダムスチンからな
る群から選択される、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　配列番号２または配列番号２の残基２～８８を含むポリペプチドに共有結合されたメト
トレキサートを含む、請求項１３または請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　配列番号８を含むポリペプチドに共有結合されているベンダムスチンまたはクロラムブ
シルを含む、請求項１３または請求項１５に記載の化合物。
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